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政
務
調
査
費
か
ら
海
外
調
査
費
用
（
旅
費
）
を
支
出
す
る

こ
と
の
違
法
性

財
政
法
判
例
研
究

奈
良
地
裁
平
成
二
三
年
六
月
三
〇
日
判
決
（
平
成
二
二
年
行
ウ
第
八
号
）
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
三
八
三
号

二
二
〇
頁

一　

事
実
の
概
要

奈
良
県
議
会
議
員
で
あ
る
相
手
方
議

員
及
び
奈
良
県
議
会
会
派
で
あ
る
相
手

方
会
派
（
以
下
で
は
、
ま
と
め
て
「
相

手
方
ら
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。）
は
、

大
韓
民
国
の
済
州
島
に
海
外
調
査
に
出

か
け
、
そ
の
費
用
を
平
成
二
〇
年
度
の

政
務
調
査
費
か
ら
支
出
し
た
。
奈
良
県

の
住
民
で
あ
る
Ｘ
ら
は
、
こ
の
海
外
調

査
費
用
は
政
務
調
査
費
の
使
途
基
準
に

適
合
し
な
い
違
法
な
支
出
で
あ
る
か

ら
、
相
手
方
ら
は
そ
の
支
出
額
を
不
当

利
得
と
し
て
県
に
返
還
す
べ
き
で
あ
る

と
主
張
し
、
奈
良
県
知
事
（
Ｙ
）
に
対

し
て
不
当
利
得
返
還
請
求
を
行
う
こ
と

を
求
め
る
住
民
訴
訟
を
提
起
し
た
。

二　

本
件
海
外
調
査

Ｘ
ら
が
問
題
と
し
た
の
は
、
相
手
方

会
派
が
本
件
海
外
調
査
の
費
用
（
調
査

研
究
費
）
と
し
て
平
成
二
〇
年
度
の
政

務
調
査
費
か
ら
支
出
し
た
四
九
万
三
〇

〇
〇
円
で
あ
る
。
こ
の
海
外
調
査
は
、

平
成
二
〇
年
四
月
一
三
日
か
ら
同
月
一

五
日
ま
で
の
二
泊
三
日
の
日
程
で
、
相

手
方
会
派
所
属
議
員
二
名
が
大
韓
民
国

済
州
特
別
自
治
道
の
視
察
を
行
う
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
に
は
、

市
議
会
議
員
を
含
む
複
数
の
者
が
同
行

し
た
が
、
政
務
調
査
費
の
支
出
対
象
と

さ
れ
た
の
は
、
相
手
方
会
派
所
属
議
員

二
名
に
係
る
費
用
の
み
で
あ
る
。

相
手
方
会
派
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
本

件
海
外
調
査
の
目
的
は
、
奈
良
県
が

「
飛
鳥
・
藤
原
宮
都
と
そ
の
関
連
資
産

群
」
に
つ
い
て
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登

録
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
参

考
と
す
べ
き
点
が
数
多
く
あ
る
と
し

て
、
一
つ
の
島
の
中
に
三
箇
所
の
自
然

遺
産
を
有
す
る
済
州
島
に
お
い
て
、
世

界
遺
産
登
録
に
至
る
経
緯
、
登
録
後
の

状
況
及
び
今
後
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て

調
査
を
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
（
な
お
、

同
じ
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
で
あ
っ
て

も
、
文
化
遺
産
と
自
然
遺
産
と
で
は
登

録
基
準
が
異
な
る
）。
そ
の
具
体
的
行

程
は
、
次
の

〜

の
と
お
り
。

四
月
一
三
日

：

午
後
、
現
地
旅
行
社

事
務
所
所
長
及
び
現
地
ガ
イ
ド
と
と

も
に
、
盆
栽
芸
術
苑
、
如
美
地
植
物

園
及
び
世
界
自
然
遺
産
登
録
申
請
中

の
天
帝
淵
瀑
布
を
視
察
す
る
。

四
月
一
四
日

：

午
前
、
済
州
自
然
遺

産
管
理
事
務
所
・
漢
拏
山
御
里
牧
探

訪
案
内
所
に
お
い
て
、
同
事
務
所
係

長
か
ら
、
世
界
遺
産
登
録
に
至
る
経

緯
及
び
登
録
後
の
状
況
等
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
る
。

午
後
、
済
州
道
議
会
を
訪
問
し
、

同
議
会
副
議
長
と
面
談
。
道
議
会
の

議
員
の
活
動
の
実
態
な
ど
を
見
聞
す
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る
。

四
月
一
五
日

：

午
前
、
世
界
自
然
遺

産
で
あ
る
拒
文
岳
溶
岩
洞
窟
群
の
万

丈
窟
及
び
城
山
日
出
峰
や
、
民
族
資

料
保
護
区
域
に
指
定
さ
れ
な
が
ら
実

際
に
人
が
住
ん
で
い
る
城
邑
民
族
村

を
視
察
す
る
。

調
査
者
で
あ
る
議
員
ら
は
、
帰
国

後
、
後
援
会
の
機
関
誌
に
世
界
遺
産
へ

の
取
組
状
況
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し

た
ほ
か
、
平
成
二
一
年
九
月
三
〇
日
、

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
組
と
見
通

し
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
、
平
成

二
二
年
二
月
二
八
日
、
文
化
庁
及
び
世

界
遺
産
「
飛
鳥
・
藤
原
」
登
録
推
進
協

議
会
（
奈
良
県
、
明
日
香
村
、
桜
井
市

及
び
橿
原
市
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。）

主
催
の
世
界
遺
産
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
出
席
す
る
な
ど
し
た
。

三　

訴
訟
の
提
起

Ｘ
ら
は
、
上
記
海
外
調
査
は
海
外
調

査
に
名
を
借
り
た
単
な
る
仲
間
内
の
観

光
旅
行
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
し
て
住
民

監
査
請
求
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
監
査
委

員
か
ら
理
由
が
な
い
と
し
て
棄
却
さ
れ

た
た
め
、
今
度
は
地
方
自
治
法
二
四
二

条
の
二
第
一
項
第
四
号
に
基
づ
き
、
Ｙ

に
対
し
、
上
記
不
当
利
得
金
の
返
還
を

相
手
方
ら
に
請
求
す
る
よ
う
求
め
る
住

民
訴
訟
を
提
起
し
た
。

Ｙ
か
ら
は
、
上
記
海
外
調
査
は
、
奈

良
県
と
し
て
四
番
目
の
世
界
遺
産
の
登

録
を
目
指
し
た
海
外
調
査
で
あ
り
、
済

州
島
の
世
界
遺
産
登
録
の
経
緯
、
登
録

後
の
状
況
、
今
後
の
取
組
な
ど
に
つ
い

て
調
査
す
る
目
的
の
た
め
の
海
外
調
査

で
あ
り
、
そ
の
支
出
は
適
法
で
あ
る
と

の
反
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

な
お
Ｘ
ら
は
、
書
類
の
記
載
や
報
告

様
式
の
不
備
等
、
奈
良
県
政
務
調
査
費

の
交
付
に
関
す
る
条
例
及
び
規
程
に
定

め
る
手
続
が
履
践
さ
れ
な
か
っ
た
瑕
疵

が
あ
る
と
も
主
張
し
て
い
る
が
、
裁
判

所
に
退
け
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
省

略
す
る
。

【
判
旨
】

請
求
棄
却
・
控
訴

「
政
務
調
査
費
は
、
議
会
の
審
議
能

力
を
強
化
し
、
議
員
の
調
査
研
究
活
動

の
基
盤
の
充
実
を
図
る
た
め
、
議
員
又

は
会
派
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
議
会
審
議
と
無
関
係
な
調
査
の
た

め
に
政
務
調
査
費
を
支
出
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か

し
、
議
会
の
審
議
事
項
は
多
岐
に
わ
た

る
こ
と
に
加
え
、
調
査
方
法
も
多
様
な

も
の
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
照
ら
す

と
、
議
会
の
審
議
能
力
向
上
の
た
め
に

政
務
調
査
費
を
用
い
て
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
調
査
を
行
う
か
は
、
第
一
次
的

に
は
、
実
際
に
政
務
調
査
費
を
支
出
す

る
議
員
又
は
会
派
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

て
お
り
、
広
範
な
裁
量
が
認
め
ら
れ
る

と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
裁
量
は
、

原
則
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
会
派
に
よ
る
海
外
調

査
の
使
途
基
準
適
合
性
、
す
な
わ
ち
、

当
該
調
査
活
動
と
県
政
と
の
関
連
性

や
、
当
該
調
査
活
動
に
政
務
調
査
費
を

支
出
す
る
こ
と
の
相
当
性
に
つ
い
て

も
、
原
則
と
し
て
会
派
の
裁
量
が
尊
重

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
該
調
査
が

一
見
し
て
明
ら
か
に
県
政
と
は
無
関
係

で
あ
る
と
か
、
当
該
調
査
活
動
に
政
務

調
査
費
を
支
出
す
る
こ
と
が
著
し
く
不

相
当
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
事
情
が
な

い
限
り
、
当
不
当
の
問
題
に
と
ど
ま
っ

て
違
法
の
問
題
を
生
じ
ず
、
そ
の
よ
う

な
事
情
が
あ
る
場
合
に
初
め
て
裁
量
の

逸
脱
と
し
て
違
法
の
問
題
を
生
じ
る
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。

本
件
に
お
い
て
、
済
州
島
に
存
す
る

世
界
遺
産
は
い
ず
れ
も
自
然
遺
産
で
あ

っ
て
、「
飛
鳥
・
藤
原
宮
都
と
そ
の
関

連
資
産
群
」
が
登
録
を
目
指
す
文
化
遺

産
と
は
そ
の
登
録
基
準
が
異
な
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
同
島
に
お
け

る
世
界
遺
産
を
中
心
と
し
た
地
域
経
済

の
活
性
化
方
法
や
観
光
振
興
へ
の
取
組

等
、
そ
の
観
光
行
政
に
関
し
、
奈
良
県

に
お
い
て
参
考
に
し
得
る
点
が
存
在
す

る
以
上
、
同
島
に
お
い
て
、
世
界
遺
産

登
録
に
至
る
経
緯
、
登
録
後
の
状
況
及

び
今
後
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
調
査
す

る
と
い
う
、
相
手
方
会
派
の
定
め
た
目

的
自
体
が
一
見
し
て
明
ら
か
に
県
政
と

無
関
係
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま

た
、
市
議
会
議
員
が
同
行
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
県
議
会
議
員
と
各
自
の
立
場

な
い
し
見
識
で
視
察
す
る
こ
と
自
体
が

不
相
当
と
は
い
え
ず
、
そ
の
他
、
本
件

海
外
調
査
の
行
程
及
び
調
査
終
了
後
の

調
査
者
ら
の
活
動
に
照
ら
し
て
、
相
手

方
会
派
の
定
め
た
上
記
目
的
自
体
が
虚

偽
で
あ
り
、
海
外
調
査
に
名
を
借
り
た

単
な
る
観
光
旅
行
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
上
記
目
的
を
実
現
す
る
に
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当
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
文
献
等

に
よ
る
調
査
を
行
う
の
み
な
ら
ず
、
現

地
担
当
者
を
訪
ね
て
質
疑
応
答
を
す
る

こ
と
や
、
そ
の
質
疑
応
答
の
前
後
に
世

界
遺
産
を
含
め
た
実
際
の
観
光
地
を
視

察
す
る
こ
と
に
も
一
応
の
合
理
性
が
あ

る
し
、
議
会
を
訪
ね
て
議
員
ら
の
活
動

の
実
態
な
ど
を
見
聞
し
た
点
に
つ
い
て

も
観
光
都
市
に
お
け
る
議
会
の
実
態
を

知
る
と
い
う
意
味
で
全
く
無
関
係
と
も

い
え
な
い
か
ら
、
本
件
海
外
調
査
を
全

体
と
し
て
見
た
と
き
、
政
務
調
査
費
を

支
出
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
相
当
で
あ

る
と
い
う
べ
き
事
情
は
見
当
た
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
相
手
方
会
派
が
本
件

海
外
調
査
に
政
務
調
査
費
を
支
出
し
た

こ
と
に
裁
量
の
逸
脱
は
な
く
、
同
支
出

が
使
途
基
準
に
適
合
し
な
い
違
法
な
支

出
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」

【
評
釈
】

一　

政
務
調
査
費
（
政
務
活
動
費
）

地
方
公
共
団
体
は
、
条
例
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
議
会
の
議
員
の

調
査
研
究
に
資
す
る
た
め
必
要
な
経
費

の
一
部
と
し
て
、
そ
の
議
会
に
お
け
る

会
派
ま
た
は
議
員
に
対
し
、
政
務
調
査

費
（
な
お
政
務
調
査
費
の
名
称
は
、
平

成
二
四
年
法
律
第
七
二
号
に
よ
り
、

「
政
務
活
動
費
」
へ
と
改
正
さ
れ
た
）

（
注
１
）
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
地
方
自
治
法
一
〇
〇
条
一
四
項
）。
政

務
調
査
費
の
交
付
を
受
け
た
会
派
・
議

員
は
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
当
該
政
務
調
査
費
に
係
る
収
入
及

び
支
出
の
報
告
書
を
議
長
に
提
出
す
る

（
同
一
五
項
）。
政
務
調
査
費
の
し
く
み

が
設
け
ら
れ
た
趣
旨
は
、「
地
方
公
共

団
体
の
自
己
決
定
権
や
自
己
責
任
が
拡

大
し
、
そ
の
議
会
の
担
う
役
割
が
ま
す

ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
に
か
ん
が
み
、
議
会
の
審
議
能
力

を
強
化
し
、
議
員
の
調
査
研
究
活
動
の

基
盤
の
充
実
を
図
る
た
め
、
議
会
に
お

け
る
会
派
又
は
議
員
に
対
す
る
調
査
研

究
の
費
用
等
の
助
成
を
制
度
化
し
、
併

せ
て
そ
の
使
途
の
透
明
性
を
確
保
し
よ

う
と
し
た
も
の
」
で
あ
る
と
さ
れ
る

（
最
決
平
成
一
七
年
一
一
月
一
〇
日
民

集
五
九
巻
九
号
二
五
〇
三
頁
）
（
注
２
）
。

い
わ
ば
議
員
・
会
派
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ

を
と
っ
て
調
査
研
究
を
行
う
際
に
、
公

金
か
ら
費
用
を
助
成
で
き
る
よ
う
に
し

た
こ
と
が
、
こ
の
制
度
の
眼
目
で
あ
る

（
注
３
）
。
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、

海
外
調
査
に
要
し
た
費
用
が
「
議
会
の

議
員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資

す
る
た
め
必
要
な
経
費
」
と
い
え
る
か

否
か
で
あ
っ
た
。

（
注
１
）
政
務
活
動
費
へ
の
名
称
変
更
に
係

る
今
回
の
法
改
正
は
、
三
議
長
会
の
要

望
を
踏
ま
え
た
議
員
修
正
に
よ
り
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
名
称
変
更
の
ほ

か
、
交
付
目
的
に
「
そ
の
他
の
活
動
」

が
加
え
ら
れ
て
「
議
員
の
調
査
研
究
そ

の
他
の
活
動
に
資
す
る
た
め
」
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
調
査
研
究
活
動
と
は
認

め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
（
具
体
的

に
は
、
議
員
と
し
て
の
補
助
金
の
要
請

・
陳
情
活
動
等
の
た
め
の
旅
費
、
交
通

費
な
ど
）
に
つ
い
て
も
、
条
例
に
よ
っ

て
経
費
を
交
付
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。
む
ろ
ん
、
議
員
と
し
て
の
活
動

に
は
含
ま
れ
な
い
政
党
活
動
、
選
挙
活

動
、
講
演
会
活
動
、
私
人
と
し
て
の
活

動
の
た
め
の
経
費
な
ど
は
、
条
例
に
よ

っ
て
も
交
付
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
改
正

で
は
、
交
付
対
象
の
拡
大
と
同
時
に
、

使
途
の
透
明
性
の
向
上
を
図
る
べ
く
、

議
長
に
対
し
て
透
明
性
確
保
の
努
力
義

務
を
課
す
と
と
も
に
、
衆
参
の
附
帯
決

議
に
お
い
て
も
、
政
務
活
動
費
の
「
運

用
に
つ
き
国
民
の
批
判
を
招
く
こ
と
の

な
い
よ
う
、
…
特
段
の
配
慮
を
行
う
こ

と
」
と
さ
れ
た
。
植
田
昌
也
「
地
方
自

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
つ
い

て
」
地
方
自
治
二
〇
一
二
年
一
〇
月
号

二
七
頁
（
五
〇
頁
以
下
）。

（
注
２
）
政
務
調
査
費
の
立
法
経
緯
に
つ
い

て
は
、
加
藤
幸
雄
「
政
務
調
査
費
の
制

度
化
と
そ
の
実
態
」
地
方
財
務
五
五
七

号
（
二
〇
〇
〇
）
一
三
三
頁
、
碓
井
光

明
『
政
府
経
費
法
精
義
』
信
山
社
（
二

〇
〇
八
）
三
九
七
頁
以
下
、
廣
瀬
和
彦

『
政
務
調
査
費
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
ぎ
ょ

う
せ
い
（
二
〇
〇
九
）
一
頁
以
下
。
従

前
は
、
給
与
条
例
主
義
を
定
め
た
地
方

自
治
法
二
〇
四
条
の
二
と
の
関
係
で
、

議
員
個
人
に
対
し
て
調
査
研
究
費
の
補

助
を
行
う
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
昭
和
三
〇
年
代
以
降
、
都
道
府

県
や
大
都
市
を
中
心
に
、
議
員
個
人
で

は
な
く
会
派
に
対
し
、
同
法
二
三
二
条

の
二
に
い
う
「
寄
付
又
は
補
助
」
と
の

名
目
で
支
給
さ
れ
て
き
た
の
が
県
政
調

査
交
付
金
（
市
の
場
合
は
市
政
調
査
交

付
金
）
で
あ
り
、
す
べ
て
の
都
道
府

県
、
市
の
七
割
以
上
、
町
村
の
一
割
弱

に
お
い
て
支
給
が
行
わ
れ
て
い
た
と
さ

れ
る
。
政
務
調
査
費
は
、
こ
の
し
く
み

を
実
定
法
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
注
３
）
そ
れ
だ
け
に
、
政
務
調
査
費
の
使

途
を
め
ぐ
っ
て
は
、
会
派
間
で
の
政
治

的
な
紛
争
が
生
じ
や
す
い
。
政
務
調
査

費
が
地
方
議
会
に
お
け
る
会
派
の
あ
り

方
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
、

武
田
祐
也
「
地
方
議
会
に
お
け
る
会
派

と
政
務
調
査
費
」
早
稲
田
政
治
公
法
研

究
八
七
号
（
二
〇
〇
八
）
一
二
七
頁
が
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分
析
を
加
え
て
い
る
。

二　

政
務
調
査
費
か
ら
の
旅
費
支
出

政
務
調
査
費
に
よ
る
調
査
旅
行
が
問

題
と
な
る
事
案
は
、
長
や
議
会
の
旅
行

命
令
に
よ
る
派
遣
の
事
案
と
比
べ
る
と
、

そ
の
数
は
少
な
く
、
今
後
の
蓄
積
が
待

た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
徳
島
地
判
平

成
一
六
年
一
月
三
〇
日
判
例
地
方
自
治

二
六
七
号
一
九
頁
で
は
、
徳
島
県
議
会

の
県
政
調
査
研
究
費
を
シ
ド
ニ
ー
お
よ

び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
そ
し
て
イ
タ
リ
ア

旅
行
の
費
用
に
充
て
た
こ
と
の
適
否
が

争
わ
れ
た
。
裁
判
所
は
、
海
外
事
情
を

視
察
す
る
た
め
の
旅
行
も
、
地
方
議
会

の
議
員
に
期
待
さ
れ
て
い
る
研
修
お
よ

び
調
査
研
究
活
動
の
手
段
と
し
て
、
そ

の
目
的
や
地
方
行
政
と
の
関
連
性
に
照

ら
し
て
合
理
的
な
必
要
性
が
あ
る
限
り

公
益
性
を
有
す
る
こ
と
を
一
般
論
と
し

て
認
め
な
が
ら
も
、「
旅
行
の
目
的
が

地
方
行
政
と
の
関
連
に
お
い
て
合
理
性

を
欠
き
、
あ
る
い
は
旅
行
計
画
な
い
し

旅
行
内
容
が
旅
行
目
的
と
の
関
連
性
を

有
さ
ず
又
は
手
段
と
し
て
不
相
当
で
あ

る
場
合
」
に
は
、「
そ
の
よ
う
な
旅
行

は
公
益
性
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

に
〔
県
政
調
査
研
究
費
の
〕
交
付
金
を

使
用
す
る
こ
と
は
違
法
で
あ
る
」
と
論

じ
た
。
つ
ま
り
、
公
益
性
を
認
定
す
る

た
め
に
、
①
旅
行
目
的
の
合
理
性
、
②

旅
行
内
容
の
目
的
と
の
関
連
性
、
手
段

と
し
て
の
相
当
性
を
要
求
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
行
先
別
に
み
る
と
、
シ
ド

ニ
ー
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
旅
行
で
は
、
①

酪
農
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
、
高
齢
者
福
祉
お
よ
び

港
湾
の
調
査
研
究
と
い
う
目
的
は
合
理

性
が
認
め
ら
れ
、
一
概
に
不
必
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
②
旅
行
内

容
に
つ
い
て
も
、
シ
ド
ニ
ー
で
は
牧

場
、
高
齢
者
福
祉
施
設
等
を
訪
問
し
て

関
係
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
は
港
湾
局
を
訪
問
し
た
り
港
湾

施
設
を
見
学
す
る
な
ど
、
一
応
は
目
的

と
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。

反
対
に
イ
タ
リ
ア
旅
行
に
つ
い
て
は
、

①
市
町
村
の
町
づ
く
り
の
取
組
や
町
並

み
保
存
の
た
め
の
施
策
、
観
光
行
政
等

の
調
査
研
究
と
い
う
目
的
に
は
合
理
性

が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
②
具
体
的
行

程
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
旅
行
の
内
容

は
通
訳
を
つ
け
て
市
街
地
や
遺
跡
等
の

観
光
地
を
見
物
し
た
に
と
ど
ま
る
も
の

で
あ
っ
て
目
的
と
の
関
連
性
が
薄
く
、

支
出
は
違
法
で
あ
る
と
し
た
。

新
潟
地
判
平
成
二
四
年
八
月
二
〇
日

判
例
集
未
登
載
は
、
ほ
ん
ら
い
政
務
調

査
費
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
は
会

派
又
は
議
員
の
自
律
的
判
断
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
が
、
政
務
調
査
費
は
そ
の
使

途
が
限
定
さ
れ
、
交
付
を
受
け
た
議
員

に
お
い
て
収
支
報
告
書
や
支
出
を
裏
付

け
る
証
拠
資
料
等
の
添
付
を
義
務
付
け

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
収
支
報
告
書

等
の
証
拠
資
料
に
照
ら
し
、
①
「
社
会

通
念
上
県
政
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た

め
の
支
出
と
し
て
必
要
性
、
合
理
性
を

欠
く
支
出
に
つ
い
て
は
、
…
使
途
基
準

に
合
致
し
な
い
も
の
と
し
て
、
支
出
相

当
額
に
つ
い
て
法
律
上
の
原
因
が
な
い

と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
の
一

般
論
を
展
開
し
た
。
続
い
て
、
②
「
調

査
研
究
活
動
に
必
要
な
費
用
で
あ
る
こ

と
を
裏
付
け
る
資
料
が
な
く
、
議
員
に

お
い
て
こ
れ
を
積
極
的
に
補
足
す
る
説

明
も
し
な
い
場
合
に
は
、
社
会
通
念

上
、
上
記
活
動
に
支
出
さ
れ
た
も
の
と

は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
当
該
支
出
は

…
使
途
基
準
に
合
致
し
な
い
も
の
と
認

め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
調
査
研

究
活
動
に
必
要
な
費
用
で
あ
る
こ
と
を

議
員
側
が
資
料
提
出
・
補
足
説
明
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
求
め
た
。

さ
ら
に
、
③
「
あ
る
支
出
が
調
査
研
究

活
動
の
た
め
で
も
あ
る
し
、
他
の
目
的

の
た
め
で
も
あ
る
と
い
う
場
合
に
、
そ

の
全
額
を
政
務
調
査
費
と
す
る
の
は
相

当
で
な
い
か
ら
、
特
段
の
資
料
が
な
い

限
り
、
社
会
通
念
に
従
っ
た
相
当
な
割

合
を
も
っ
て
調
査
研
究
活
動
に
資
す
る

費
用
の
金
額
を
確
定
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
」
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
按
分
説
を

採
用
し
た
（
注
４
）
。
具
体
的
に
は
、
大

規
模
な
山
腹
工
を
実
施
し
、
緑
化
復
元

に
取
り
組
ん
で
い
る
栃
木
県
の
砂
防
事

業
先
進
地
を
視
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、

足
尾
砂
防
堰
堤
、
大
畑
沢
緑
の
砂
防
ゾ

ー
ン
、
華
厳
の
滝
崩
落
対
策
工
事
と
い

っ
た
諸
々
の
事
業
地
を
視
察
す
る
こ
と

は
使
途
基
準
に
沿
う
も
の
で
あ
る
が
、

日
程
に
組
み
込
ま
れ
た
日
光
東
照
宮
の

拝
観
は
砂
防
事
業
政
策
立
案
と
の
関
連

性
が
な
く
、
必
要
性
・
合
理
性
を
欠
く

支
出
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
東
京

に
出
張
し
て
国
会
や
関
係
官
庁
、
県
の

出
先
機
関
を
訪
問
し
て
意
見
を
聴
取
す

る
こ
と
は
、
県
の
政
策
立
案
に
関
す
る

情
報
の
収
集
と
い
え
る
か
ら
、
県
政
と

の
関
連
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ

て
い
た
薬
師
寺
展
を
視
察
す
る
こ
と
に
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は
、
県
政
と
の
関
連
が
認
め
ら
れ
な
い

と
さ
れ
た
（
注
５
）
。

こ
う
し
た
関
連
事
例
と
比
較
す
る

と
、
本
判
決
は
、「
議
会
の
審
議
事
項

は
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
に
加
え
、
調
査

方
法
も
多
様
な
も
の
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
に
照
ら
す
と
、
議
会
の
審
議
能
力
向

上
の
た
め
に
政
務
調
査
費
を
用
い
て
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
調
査
を
行
う
か

は
、
第
一
次
的
に
は
、
実
際
に
政
務
調

査
費
を
支
出
す
る
議
員
又
は
会
派
の
判

断
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
広
範
な
裁
量

が
認
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
政

務
調
査
費
の
使
途
に
つ
い
て
、
議
員
・

会
派
に
非
常
に
広
範
な
裁
量
を
認
め
て

い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
が
、
政
務
調
査
費
の
使
途
適
合
性

（
当
該
調
査
活
動
と
県
政
と
の
関
連
性
、

当
該
調
査
活
動
に
政
務
調
査
費
を
支
出

す
る
こ
と
の
相
当
性
）
に
つ
い
て
も
広

い
裁
量
を
承
認
し
、「
当
該
調
査
が
一

見
し
て
明
ら
か
に
県
政
と
は
無
関
係
で

あ
る
と
か
、
当
該
調
査
活
動
に
政
務
調

査
費
を
支
出
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
相

当
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
事
情
が
な
い

限
り
、
当
不
当
の
問
題
に
と
ど
ま
っ
て

違
法
の
問
題
を
生
じ
」
な
い
と
の
判
断

枠
組
み
を
示
す
こ
と
に
繋
が
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
一
見
し
て
明
ら

か
に
県
政
と
は
無
関
係
で
あ
る
」
と
か

「
政
務
調
査
費
を
支
出
す
る
こ
と
が
著

し
く
不
相
当
」
と
い
っ
た
局
面
な
ど
、

ほ
と
ん
ど
想
定
さ
れ
な
い
と
思
わ
れ

る
。
本
判
決
の
判
断
枠
組
み
で
は
、
議

員
・
会
派
か
ら
そ
れ
ら
し
い
理
由
付
け

が
な
さ
れ
れ
ば
支
出
の
是
非
は
当
不
当

の
問
題
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
り
、
裁

判
所
に
よ
る
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
放

棄
し
て
い
る
に
等
し
い
（
注
６
）
。
本
件

は
、
前
掲
徳
島
地
判
の
用
い
た
①
旅
行

目
的
の
合
理
性
と
②
旅
行
内
容
の
目
的

と
の
関
連
性
、
ま
た
は
手
段
と
し
て
の

相
当
性
と
い
う
比
較
的
厳
し
い
枠
組
み

を
用
い
た
と
し
て
も―

奈
良
県
内
に

は
す
で
に
複
数
の
世
界
文
化
遺
産
が
所

在
し
て
お
り
、
今
さ
ら
外
国
の
、
し
か

も
世
界
自
然
遺
産
を
視
察
し
た
と
こ
ろ

で
資
す
る
と
こ
ろ
は
乏
し
い
気
も
す
る

が―

支
出
の
適
法
性
を
基
礎
づ
け
る

こ
と
が
可
能
な
事
案
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
な
お
さ
ら
、
政
務

調
査
費
の
支
出
に
関
し
て
い
た
ず
ら
に

広
範
な
裁
量
を
認
め
た
点
へ
の
疑
問
は

深
ま
る
。

（
注
４
）
適
法
な
支
出
と
違
法
な
支
出
が
併

存
し
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
全
額
を
適

法
ま
た
は
違
法
と
取
り
扱
う
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
に
按
分
し
て
、

違
法
な
額
の
み
自
治
体
に
返
還
さ
せ
る

べ
き
と
い
う
考
え
方
を
い
う
。
按
分
説

は
、
掲
記
事
例
の
よ
う
に
、
日
程
の
一

部
の
み
が
違
法
な
支
出
で
あ
る
よ
う
な

場
合
に
お
い
て
、
妥
当
な
解
決
を
も
た

ら
す
。
参
照
、
碓
井
・
前
掲
二
五
五
頁

以
下
。

（
注
５
）
こ
の
他
、
春
日
井
市
議
会
議
員
の

海
外
行
政
調
査
の
日
当
・
食
卓
料
と
し

て
政
務
調
査
費
の
一
部
が
支
出
さ
れ
た

こ
と
の
違
法
性
が
争
わ
れ
た
名
古
屋
地

判
平
成
二
三
年
一
二
月
一
五
日
判
例
集

未
登
載
お
よ
び
控
訴
審
の
名
古
屋
高
判

平
成
二
四
年
六
月
二
九
日
判
例
集
未
登

載
、
豊
橋
市
議
会
の
議
員
が
ス
ペ
イ
ン

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
視
察
の
費
用
と
し
て
政

務
調
査
費
を
充
て
た
こ
と
の
違
法
性
が

争
わ
れ
た
名
古
屋
地
判
平
成
二
四
年
七

月
一
二
日
判
例
集
未
登
載
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
請
求
は
退
け
ら
れ
て
い
る
。

（
注
６
）
樺
嶋
秀
吉
「
議
会
・
執
行
部
な
れ

合
い
の
象
徴―

政
務
調
査
費
の
本
当

の
使
い
方
」
都
市
問
題
九
八
巻
四
号

（
二
〇
〇
七
）
四
頁
（
五
頁
）
で
は
、

東
京
都
の
区
議
会
議
員
が
政
務
調
査
費

で
ポ
ル
ノ
小
説
や
漫
画
雑
誌
を
購
入
し

た
と
い
う
実
際
に
あ
っ
た
事
案
を
と
ら

え
て
、
「
も
し
、
本
を
購
入
し
た
本
人

が
「
現
代
人
の
性
意
識
や
青
少
年
の
志

向
を
調
査
し
て
、
区
政
に
反
映
さ
せ
る

つ
も
り
だ
っ
た
」
と
釈
明
し
た
ら
、
ど

う
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
」
と
す
る
。
こ

う
し
た
冗
談
の
よ
う
な
運
用
が
現
実
に

な
さ
れ
て
い
た
以
上
は
、
裁
判
所
も
、

使
途
適
合
性
の
判
断
と
い
う
問
題
と
真

剣
に
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

三　

長
や
議
会
の
旅
行
命
令
に
よ
る
視

察
派
遣
と
の
比
較

本
件
で
は
政
務
調
査
費
か
ら
の
旅
費

支
出
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
裁
判
例
で
取
り
扱
わ
れ
て
き
た

の
は
、
長
や
地
方
議
会
の
旅
行
命
令
に

も
と
づ
く
議
員
の
視
察
等
へ
の
派
遣
で

あ
る
（
注
７
）
。
堺
市
議
会
議
員
の
海
外

視
察
派
遣
に
係
る
最
判
昭
和
六
三
年
三

月
一
〇
日
判
時
一
二
七
〇
号
七
三
頁

は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
そ

の
議
決
機
関
と
し
て
の
機
能
を
適
切
に

果
た
す
た
め
に
必
要
な
限
度
で
広
範
な

権
能
を
有
し
、
合
理
的
な
必
要
性
が
あ

る
と
き
は
そ
の
裁
量
に
よ
り
議
員
を
海

外
に
派
遣
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
論
じ

て
い
る
。
こ
の
論
理
の
裏
を
返
せ
ば
、

裁
量
権
の
逸
脱
・
濫
用
が
あ
る
場
合
は

海
外
派
遣
が
違
法
と
な
る
わ
け
で
、
そ

の
後
の
視
察
派
遣
事
案
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
ケ
ー
ス
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。
た

と
え
ば
最
判
平
成
九
年
九
月
三
〇
日
判
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例
時
報
一
六
二
〇
号
五
〇
頁
は
、
吉
野

町
議
会
の
行
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
研
修
旅

行
に
つ
い
て
、
議
員
が
外
国
の
行
政
事

情
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
議
会
の
活
動

能
力
を
高
め
る
と
い
う
目
的
を
掲
げ
な

が
ら
、
実
際
に
は
旅
行
業
者
に
計
画
の

立
案
を
任
せ
た
上
で
、
そ
の
内
容
は
遊

興
・
観
光
に
終
始
し
た
と
い
う
事
案
に

お
い
て
、
議
会
に
よ
る
旅
行
の
決
定
に

は
裁
量
権
を
逸
脱
し
た
違
法
が
あ
る
と

説
示
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
名
目
上
は
行
政
視
察

の
目
的
を
掲
げ
て
い
て
も
、
具
体
的
な

内
容
を
み
る
と
、
単
な
る
観
光
旅
行
か

と
見
紛
う
事
案
は
少
な
く
な
い
。
た
と

え
ば
青
森
地
判
平
成
一
五
年
九
月
一
六

日
裁
判
所
Ｈ
Ｐ
は
、
目
的
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
の
①
農
業
事
業
、
②
環
境
問

題
、
③
観
光
事
業
の
視
察
が
掲
げ
ら
れ

て
い
た
事
案
で
あ
る
。
た
し
か
に
①
と

し
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
農
園
の

視
察
を
行
い
、
大
規
模
経
営
の
あ
り

方
、
減
反
に
対
す
る
補
助
金
、
コ
メ
流

通
の
事
情
に
つ
い
て
情
報
を
得
た
こ
と

は
、
一
定
程
度
の
有
益
性
が
認
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
、
判
決
で
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
青
森
県
と
ア

メ
リ
カ
西
海
岸
で
は
、
気
候
・
風
土
等

の
諸
条
件
は
大
き
く
異
な
る
が
）。
し

か
し
被
告
側
の
主
張
に
あ
る
、
②
環
境

問
題
に
つ
い
て
、
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ

ン
を
視
察
し
て
、
国
立
公
園
に
お
け
る

入
園
料
等
の
徴
収
や
防
護
設
備
の
設
置

の
仕
方
等
、
管
理
の
基
本
的
考
え
方
に

つ
い
て
認
識
し
た
と
か
、
③
観
光
事
業

に
つ
い
て
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
視
察
し

て
カ
ジ
ノ
誘
致
構
想
の
是
非
に
つ
い
て

の
議
論
を
深
め
た
と
い
う
の
は
、
い
か

が
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

ま
し
て
や
友
好
都
市
へ
の
親
善
訪
問

や
世
界
遺
産
の
視
察
と
も
な
る
と
、
事

柄
の
性
質
上
、
観
光
旅
行
と
の
差
異
は

紙
一
重
で
あ
る
（
注
８
）
。
水
戸
地
判
平

成
二
四
年
五
月
一
八
日
判
例
集
未
登
載

で
は
、
茨
城
県
知
事
ら
が
イ
ン
ド
の
ジ

ャ
イ
プ
ル
市
で
開
催
さ
れ
た
第
一
二
回

世
界
湖
沼
会
議
に
参
加
し
、
同
会
議
に

お
い
て
「
霞
ヶ
浦
賞
」
の
授
与
を
行
う

た
め
に
イ
ン
ド
に
旅
行
し
た
際
、
レ
ッ

ド
フ
ォ
ー
ト
や
タ
ー
ジ
マ
ハ
ー
ル
と
い

っ
た
現
地
の
名
所
旧
跡
を
訪
ね
た
こ
と

の
違
法
性
が
争
わ
れ
た
。
裁
判
所
は
、

旅
行
目
的
の
合
理
性
、
旅
行
目
的
と
視

察
先
と
の
関
連
性
、
視
察
の
必
要
性
、

視
察
内
容
、
視
察
行
程
や
費
用
の
相
当

性
な
ど
の
諸
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
す

べ
き
と
し
て
、
前
掲
平
成
一
六
年
徳
島

地
判
と
類
似
の
判
断
枠
組
み
を
示
し
た

上
で
、「
知
事
や
県
議
会
議
員
と
い
っ

た
茨
城
県
の
県
政
に
直
接
関
与
す
る
者

が
、
茨
城
県
が
有
す
る
観
光
資
材
の
活

用
の
た
め
世
界
遺
産
の
維
持
管
理
状
況

に
つ
い
て
具
体
的
な
見
聞
・
理
解
を
得

る
こ
と
は
有
益
な
こ
と
で
あ
る
と
い
え

る
し
…
、
イ
ン
ド
の
国
際
会
議
に
出
席

し
イ
ン
ド
の
要
人
と
も
交
流
を
持
つ
こ

と
か
ら
す
れ
ば
イ
ン
ド
の
名
所
等
を
何

ら
訪
れ
な
い
こ
と
は
相
手
に
対
し
て
礼

を
失
す
る
こ
と
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ

る
」
と
し
て
、
世
界
遺
産
の
訪
問
を
組

み
込
ん
だ
視
察
日
程
に
は
合
理
性
と
必

要
性
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
こ
れ

は
、「
霞
ヶ
浦
賞
」
の
授
与
の
た
め
に

ジ
ャ
イ
プ
ル
市
を
訪
問
し
た
本
体
部
分

が
適
法
で
あ
る
こ
と
は
住
民
訴
訟
の
原

告
も
争
っ
て
お
ら
ず
、
つ
い
で
に
名
所

旧
跡
を
訪
ね
た
と
い
う
付
随
的
部
分
の

違
法
性
が
争
点
と
な
っ
た
事
案
で
あ

り
、
世
界
遺
産
の
訪
問
自
体
が
目
的
で

あ
る
本
件
と
は
事
情
が
異
な
る
こ
と
に

は
、
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

憂
慮
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
六
三
年
最

判
が
付
し
た
「
議
決
機
関
と
し
て
の
機

能
を
適
切
に
果
た
す
た
め
」
と
い
う
趣

旨
は
、
か
な
り
無
限
定
に
拡
大
し
う
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
、
前
掲
平
成
一

五
年
青
森
地
判
は
、
海
外
研
修
の
結
果

が
直
ち
に
議
会
活
動
に
反
映
さ
れ
な
い

こ
と
を
も
っ
て
合
理
的
な
必
要
性
を
欠

く
と
い
う
の
は
早
計
で
あ
り
、
個
々
の

議
員
が
、
気
候
・
風
土
等
の
異
な
る
海

外
の
事
情
に
つ
い
て
知
見
を
広
め
、
議

員
と
し
て
の
識
見
を
高
め
る
こ
と
は
、

当
該
地
方
公
共
団
体
の
政
策
決
定
に
何

ら
か
の
参
考
と
な
り
、
ひ
い
て
は
、
議

会
の
活
動
能
力
の
向
上
に
も
繋
が
る
と

論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
風
が
吹
け

ば
桶
屋
が
儲
か
る
」
式
の
論
理
で
は
、

議
員
個
人
が
英
気
を
養
う
た
め
の
海
外

旅
行
に
ま
で
、
公
金
を
支
出
す
る
こ
と

が
許
容
さ
れ
か
ね
な
い
。

基
本
的
に
は
、
識
見
の
涵
養
な
ど

は
、
個
々
の
議
員
が
一
人
の
人
間
と
し

て
、
私
費
で
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
（
注

９
）
。
だ
が
、
議
員
と
し
て
の
識
見
の

涵
養
な
の
か
、
一
人
の
人
間
と
し
て
の

識
見
の
涵
養
な
の
か
に
つ
い
て
、
実
際

に
区
別
す
る
の
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ

る
。
案
ず
る
に
、
い
っ
た
ん
海
外
視
察

を
認
め
る
以
上
は
、
も
う
腹
を
く
く
っ

て
、
議
員
の
一
人
の
人
間
と
し
て
の
私

的
な
旅
行
の
性
質
が
あ
る
程
度
併
存
す
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る
こ
と
も
、
正
面
か
ら
認
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
（
妥
協
的
で
は
あ

る
が
、
議
員
の
職
務
と
私
的
な
旅
行
の

割
合
に
応
じ
て
、
費
用
を
補
助
す
る
と

い
う
方
策
も
あ
り
う
る
）
（
注
10
）
。
そ

れ
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
な
ら
ば
、

一
切
、
海
外
視
察
へ
の
公
金
支
出
を
禁

じ
る
ほ
か
な
く
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な

取
決
め
を
行
っ
て
い
る
地
方
公
共
団
体

も
少
な
く
な
い
（
注
11
）
。
最
終
的
に
は
、

こ
う
し
た
海
外
視
察
費
用
に
か
か
る
公

金
支
出
の
あ
り
方
は
、
全
国
一
律
に
定

め
る
よ
り
も
、
各
地
方
公
共
団
体
が
当

面
の
財
政
状
況
や
個
々
の
議
員
活
動
に

向
け
た
支
援
の
方
針
に
応
じ
て
条
例
で

定
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
り
わ
け
政
務
調
査
費
の
場
合
、
そ

の
使
途
基
準
は
、
地
方
自
治
法
一
〇
〇

条
一
四
項
に
よ
り
、
条
例
の
定
め
に
多

く
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
地
方
公

共
団
体
ご
と
に
異
な
る
取
扱
い
を
し
て

も
差
し
支
え
な
く
、
む
し
ろ
推
奨
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
各
地
方

公
共
団
体
の
意
思
決
定
を
行
う
の
が
他

な
ら
ぬ
議
員
自
身
で
あ
る
た
め
に
、
議

員
が
「
お
手
盛
り
」
に
陥
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
高
い
自
律
が
要
請
さ
れ
る

（
注
12
）
。

最
後
に
、
従
来
の
よ
う
な
長
や
議
会

の
旅
行
命
令
に
基
づ
く
視
察
派
遣
の
場

合
と
、
本
件
の
よ
う
な
政
務
調
査
費
か

ら
の
旅
費
支
出
の
場
合
と
で
、
裁
判
所

の
判
断
枠
組
み
は
異
な
っ
て
く
る
の

か
、
検
討
し
て
お
き
た
い
。
瞥
見
し
た

よ
う
に
、
下
級
審
裁
判
例
は
前
者
の
事

例
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
判
断
枠
組

み
を
、
事
実
上
、
後
者
の
事
例
を
解
決

す
る
手
が
か
り
と
し
て
用
い
て
い
る
。

下
級
審
が
提
示
し
て
き
た
旅
行
目
的
の

合
理
性
、
職
務
と
の
関
連
性
、
手
段
の

相
当
性
（
注
13
）
と
い
っ
た
諸
要
素
は
、

不
正
な
旅
費
の
支
出
を
許
さ
な
い
た
め

の
判
断
枠
組
み
と
し
て
一
般
的
に
通
用

す
る
の
で
、
両
者
が
相
互
に
参
照
し
あ

う
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
政
務
調
査
費
に
お
い
て
は
、

議
会
内
で
会
派
に
認
め
ら
れ
て
い
る
議

員
活
動
・
政
治
活
動
の
自
由
が
、
踏
み

込
ん
だ
司
法
審
査
を
行
う
際
の
障
壁
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
議
員

活
動
・
政
治
活
動
の
自
由
が
認
め
ら
れ

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
公
金
を
私
的

な
旅
行
に
用
い
て
よ
い
と
い
う
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。
会
派
の
自
律
的
な
調
査

研
究
活
動
の
促
進
と
公
金
の
不
正
使
用

の
抑
止
と
い
う―

ほ
ん
ら
い
矛
盾
す

る
も
の
で
は
な
い
は
ず
な
の
だ
が
、
実

際
に
は
対
立
し
が
ち
な―

要
請
を
満

た
す
た
め
に
は
、
平
成
二
四
年
新
潟
地

判
②
が
示
し
た
よ
う
に
、
調
査
研
究
活

動
に
必
要
な
費
用
で
あ
る
こ
と
を
裏
付

け
る
資
料
の
提
出
、
な
ら
び
に
補
足
説

明
を
議
員
側
に
求
め
る
な
ど
、
立
証
に

か
か
る
負
担
の
多
く
を
議
員
側
に
担
当

さ
せ
る
と
い
っ
た
工
夫
が
必
要
に
な
る

だ
ろ
う
。

（
注
７
）
平
成
一
四
年
法
律
第
四
号
に
よ
っ

て
現
在
の
地
方
自
治
法
一
〇
〇
条
一
三

項
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
で
、
議
会
が
議

員
を
派
遣
す
る
際
の
費
用
を
支
給
す
る

こ
と
の
法
的
根
拠
が
整
え
ら
れ
た
。
そ

の
文
言
は
、
国
会
議
員
の
派
遣
に
つ
い

て
定
め
る
国
会
法
一
〇
三
条
に
ほ
ぼ
準

拠
し
て
い
る
。
成
田
頼
明
ほ
か
（
編
）

『
注
釈
地
方
自
治
法
〈
全
訂
〉』
一
五
九

九
頁
（
斎
藤
誠
執
筆
）。

（
注
８
）
碓
井
・
前
掲
二
七
一
頁
。

（
注
９
）
参
照
、
前
掲
（
注
７
）
一
六
〇
二

頁
（
斎
藤
誠
執
筆
）。

（
注
10
）
福
島
地
判
平
成
一
五
年
三
月
二
五

日
裁
判
所
Ｈ
Ｐ
は
、
福
島
県
大
越
町
の

町
議
会
議
員
ら
が
行
政
視
察
研
修
の
名

目
で
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
に
旅
行
し
た

際
に
、
町
か
ら
旅
費
の
一
部
（
一
人
当

た
り
一
〇
万
円
）
が
支
給
さ
れ
た
こ
と

の
違
法
性
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

裁
判
所
は
、
こ
の
旅
行
は
海
外
視
察
の

側
面
と
議
員
個
人
の
観
光
旅
行
の
側
面

が
併
有
さ
れ
て
い
た
が
、
海
外
視
察
旅

行
の
旅
費
の
一
部
が
支
給
さ
れ
る
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
支
給
さ
れ
た
補
助
金

と
公
務
関
連
の
視
察
と
の
間
の
均
衡
が

著
し
く
失
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
旅
程

に
個
人
の
観
光
旅
行
の
部
分
が
含
ま
れ

て
い
て
も
、
直
ち
に
違
法
で
あ
る
と
ま

で
は
い
え
な
い
と
し
た
。
穏
当
な
解
決

策
で
あ
ろ
う
。

（
注
11
）
寺
田
友
子
『
住
民
訴
訟
判
例
の
研

究
』
成
文
堂
（
二
〇
一
二
）
一
九
二
頁

に
よ
る
と
、
宇
治
市
で
は
、
交
際
的
経

費
、
政
党
活
動
費
、
選
挙
運
動
の
経

費
、
そ
し
て
海
外
視
察
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
は
、
政
務
調
査
費
の
使
用
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
。

（
注
12
）
加
藤
幸
雄
「
政
務
調
査
費
条
例
の

あ
り
方
を
問
う
」
都
市
問
題
九
八
巻
四

号
（
二
〇
〇
七
）
一
八
頁
（
二
一
頁
）

は
、
領
収
書
の
添
付
を
義
務
付
け
る
こ

と
や
、
実
際
の
支
出
が
使
途
基
準
に
適

合
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
議
会
内

部
の
機
関
が
審
査
す
る
仕
組
み
を
設
け

る
べ
き
と
提
案
す
る
。

（
注
13
）
手
段
の
相
当
性
の
要
素
で
は
、
具

体
的
な
支
出
が
相
当
で
あ
る
か
に
つ
い

て
審
査
が
行
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
航

空
機
で
移
動
す
る
際
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク

ラ
ス
が
妥
当
な
の
に
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ

ス
を
利
用
す
れ
ば
、
手
段
と
し
て
相
当

性
を
欠
く
こ
と
に
な
ろ
う
。


